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一年間使ってきた教科書に、感謝の心を持とうと、2月15日（火）、明倫

小学校で、児童全員が参加して、教科書祭りが行われました。

はじめに、藤井校長先生が、「教科書には、みなさんが立派な大人になっ

てほしいとの気持ちが込められています。ありがとうの気持ちを持ってくだ

さい。」とあいさつされました。

続いて、１年生から6年生が、学年ごとに、学習の成果や教科書への感謝

の気持ちを劇にしたりして発表しました。

最後に、児童・職員がみんなそろって「教科書さん、1年間、大変お世話

になりました。」と声をそろえて唱和し、各学年・各組の代表者13人が、花

束をささげてて、「教科書祭りの歌」を斉唱し感謝祭りを終えました。

この教科書祭りは、昭和33（1958）年3月4日の終了式に「古教科書に

感謝する会」として実施されてのち、毎年行われており、今年で48回目と

なりました。

教科書さん
おせわになりました。

明 倫 小 学 校
教 科 書 祭 り
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と　き 4月3日（日）開場予定／午後2時
開演予定／午後３時　　終演予定／午後5時

ところ 倉吉未来中心　大ホール（駄経寺町）
出演者 ゲスト／細川たかし　　水森かおり

司会／夏木ゆたか　村上由利子アナウンサー
講師／未定

放送予定 4月9日（土） 午後6時～6時53分
衛星第２テレビで全国放送

入場は無料ですが、入場整理券が必要です。
官製往復はがきの「往信用裏面」に郵便番号・住所・名

前・電話番号、「返信用表面」に郵便番号・住所・名前を明記
してお申し込みください。なお、応募はお一人様一通とさせ
ていただきますのでご了承ください。
応募多数の場合は、抽選のうえ入場整理券（１枚で２名様

まで入場できます）をお送りします。
※お子様も入場整理券が必要です。番組収録の都合上、未就
学児の入場はお断りします。
＜あて先＞〒682-8611 倉吉市役所企画課

「ＢＳカラオケ塾」観覧係
＜締　切＞　3月15日（火）必着

新倉吉市誕生記念

『『ＢＳカラオケ塾ＢＳカラオケ塾』』公開録画公開録画

４月３日（日）

倉吉未来中心大ホール
細川たかしさん 水森かおりさん

新倉吉市誕生を記念して、 衛星第2テレビの新番組「ＢＳカラオケ塾」の公開録画を行います。

この番組は演歌・歌謡曲を中心としたカラオケ講座番組で、カラオケ･ファンを対象に、作曲家などの講師がカラ

オケ指導を楽しく進めていきます。併せてゲスト歌手によるステージもお楽しみいただきます。観覧をご希望の人

は、次の方法でお申し込みください。

※問い合わせ先：市企画課　022-8161（直通）/422-8144
鳥取放送局　00857-29-9209

（平日　午前10時～午後6時30分）
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れ
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方
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。
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三
月
二
十
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（
火
）
必
着

■
本
番
前
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の
四
月
二
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午
後
二

時
か
ら
倉
吉
未
来
中
心
で
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。

■
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
本
番
と
も
、
男
性

の
方
は
細
川
た
か
し
さ
ん
の
「
未
定
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女
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の
方
は
水
森
か
お
り
さ
ん
の
「
鳥
取
砂
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」
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歌
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
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ィ
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日
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だ
き
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、
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郵便番号

住所

名前

電話番号

郵 便 は が き

郵 便 番 号

（住所不要）

倉吉市役所企画課

「ＢＳカラオケ塾」観覧係

《空　欄》

※何も書かないでください。

抽選結果を印刷します。

郵 便 は が き

６８２８６１１

観覧申し込みハガキ記入例

往信おもて　　　　返信うら

返信おもて　　　　往信うら

出
演
申
し
込
み
方
法

観覧申し込み方法

◎応募は一人一通まで！
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羅
州
市
内
国
道
を
走
っ
て
い
く
と
、
市
役
所
正
面

か
ら
約
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
手
前
に
、
現
在
造
成
中

の
公
園
が
見
え
て
き
ま
す
。そ
の
一
角
に
あ
る
の
が
、

高
麗
太
祖
で
あ
る
王
建
（
ワ
ン
ゴ
ン
）
と
深
い
関
わ

り
を
持
つ
泉
、
浣
紗
泉
（
ワ
ン
サ
チ
ョ
ン
）
で
す
。

羅
州
の
伝
説
は
、
羅
州
の
人
々
が
、
こ
の
地
が
王
建

が
三
国
統
一
の
偉
業
を
達
成
す
る
基
盤
に
し
た
と
い

う
誇
り
を
持
ち
、
聖
地
と
し
て
こ
の
泉
を
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

高
麗
太
祖
・
王
建

歴
史
の
中
で
、
後
高
句
麗
・
後
百
済
・
新
羅
の
い

わ
ゆ
る
後
三
国
と
呼
ば
れ
る
混
沌
と
し
た
時
代
に
身

を
置
き
、
武
将
と
し
て
頭
角
を
現
し
、
名
を
遂
げ
、

や
が
て
は
三
国
統
一
を
成
し
て
高
麗
王
朝
を
建
て
た

王
建
。
彼
は
八
七
七
年
、
松
岳
（
ソ
ン
ア
ク：

現
在

の
京
畿
道
・
開
城
付
近
）
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
韓
国

の
伝
説
に
は
、
始
祖
で
あ
る
虎
景
（
ホ
ギ
ョ
ン
）
以

下
、
王
建
が
国
を
統
一
す
る
人
物
と
し
て
、
幾
世
代

も
前
か
ら
誕
生
を
予
言
さ
れ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。

王
建
の
羅
州
進
出
と
浣
紗
泉
で
の
出
会
い

九
○
三
年
、
王
建
は
、
後
高
句
麗
を
建
て
た
弓
裔

（
ク
ン
イ
エ
）
の
百
船
将
軍
と
し
て
、
羅
州
進
出
を

図
り
ま
す
。
当
時
錦
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
地
を

羅
州
と
変
え
、
そ
の
後
、
十
年
ほ
ど
の
間
に
五
度
、

敵
対
す
る
後
百
済
の
甄
萱
（
キ
ョ
ヌ
ォ
ン
）
軍
を
撃

退
す
る
た
め
、
羅
州
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

九
○
九
年
、
二
度
目
の
羅
州
出
陣
の
と
き
の
こ
と

で
し
た
。
目
的
を
成
し
遂
げ
た
王
建
が
、
あ
る
日
、

艦
上
か
ら
河
の
西
の
方
を
見
て
い
た
と
こ
ろ
、
は
る

か
彼
方
に
五
色
の
雲
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
見
え
ま

し
た
。
不
思
議
に
思
い
、
馬
を
走
ら
せ
て
探
し
に
行

っ
た
と
こ
ろ
、
小
さ
な
泉
が
あ
り
、
そ
の
側
で
一
人

の
美
し
い
娘
が
洗
濯
を
し
て
い
ま
し
た
。
王
建
は
そ

の
娘
に
水
を
一
杯
飲
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う
頼
み
ま
し

た
。
娘
は
パ
ガ
ジ
に
澄
ん
だ
水
を
汲
み
、
近
く
に
あ

っ
た
柳
の
木
か
ら
葉
を
む
し
り
と
っ
て
水
の
上
に
浮

か
せ
る
と
、
王
建
に
丁
重
に
捧
げ
ま
し
た
。
不
審
に

思
っ
た
王
建
が
理
由
を
尋
ね
る
と
、
娘
は
、「
の
ど

が
か
わ
い
て
い
る
と
き
に
一
気
に
水
を
飲
む
と
、
お

腹
を
こ
わ
す
心
配
が
あ
り
ま
す
。
一
口
ず
つ
飲
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
柳
の
葉
を
入
れ
た
の
で
す
」
と

答
え
ま
し
た
。
や
が
て
こ
の
美
し
く
聡
明
な
娘
は
第

二
王
后
荘
和
王
后
呉
氏
と
な
り
、
後
に
こ
の
泉
は
浣

紗
泉
、
こ
の
地
一
帯
は
興
龍
洞
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
次
の
よ
う
な
荘
和

王
后
呉
氏
の
夢
か
ら
き
て
い
ま
す
。

二
人
が
泉
の
側
で
出
会
う
少
し
前
、呉
氏
の
娘
は
、

木
浦
（
モ
ッ
ポ
）
の
前
の
海
で
天
を
翔
け
て
い
た
金

色
に
輝
く
一
匹
の
龍
が
自
分
の
懐
に
抱
か
れ
る
よ
う

に
飛
び
込
み
、
そ
し
て
お
腹
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た

夢
を
見
た
の
で
し
た
。
そ
の
夢
は
現
実
に
な
り
、
後

に
王
后
は
高
麗
第
二
代
王
恵
宗
を
も
う
け
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

二
人
の
運
命

的
な
出
会
い
か

ら
歳
月
は
過
ぎ
、

浣
紗
泉
は
全
羅

南
道
記
念
物
九

十
三
号
に
指
定

さ
れ
て
、
千
古

の
神
秘
を
感
じ

さ
せ
る
清
い
水

が
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

伝
説
の
泉
　
浣
紗
泉

齊
木
　
恭
子
　

「
韓
国
羅
州
の
歴
史
と
文
化
を
研
究
す
る
会
」
調
査
報
告
⑥

倉吉まちづくり協議会では、新市の誕生に向け、地域資

源を活かした新たなまちづくりを考えながら、まちづくり

リーダーの育成を目的として「里見」をテーマに「まちづ

くりプロデューサー養成講座」を開講していますが、その

集大成として、受講生の手で一つのオリジナル講談を作り、

新「倉吉市」誕生記念イベントとして発表します。その他、

倉吉・関金に伝わる民話の語り、不朽の名作「瀧の白糸」

の上映など盛りだくさん！ たくさんの人のお越しをお待ち

しています。
と　き：3月27日（日）午後3時～（開場午後2時30分）
ところ：都市交流センター（関金宿）
チケット：500円〔湯命館入浴券付き〕
◎当日200円増、小学生以下無料

プレイガイド：倉吉交流プラザ、湯命館、
関金町役場（3/22以降'関金支所'）、
パープルタウン、倉吉今井書店

【内 容】
●倉吉・関金に伝わる民話の語り・わらべうた
【出演：倉吉民話の会】

●ビデオ上映『里見の故郷と安房を訪ねて』
●講談の発表『仕掛けられた罠・重陽の儀は転落への幕開
けだった・たまゆらの人生　里見忠義』
（まちづくりプロデューサー養成講座受講生オリジナル作品）
●無声映画上映『瀧の白糸』（原作:泉鏡花　監督:溝口健二）
【活動映画弁士 万朶（ばんだ）るり子】

※申込・問い合わせ先：
倉吉まちづくり協議会
（047-1184/447-1185）

新倉吉市誕生記念イベント　　　＝まちづくりプロデューサー養成講座発表会＝　

「倉吉・関金 新発見伝」を語る

←本番に向け、「張り扇」を握

り練習に励む受講生




